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新 星

會員熊谷繁三郎

　　　　　　　　　　　　　　（一N）

　曾て星影を認めなかった天室の一方に新しい光が燦Eして輝く．學問の

未熟なる昔時には，人々の恐怖や疑惑の的ミなったは想像に飴りある．古

き記録に残るものは紀元前134年にスコーピオ星座に現れkもので，二次

は1573年にカシオペヤ星座に現れナこものである。後者はチホ・ブラへの

観測に由り比較的詳細に設明が示されてみる．其れに由るミ其年の十一月

に始めて人の注意を惹き，十二月には光度最：大εなり，木星程の光を放ち

白書にも肉眼で見るこミが出來，其れより漸次衰へて，翌74年の三月に

消失したεしてみる．時入は此れを以て基督降誕當時の屋の再現Sし，何

かの兆でないかε騒いだεのこεである，

　新星の出現は天下観測の進歩せざる以前には極めて稀であり，一世紀間

に一つか二つか位に考へられてるたが，1900年頃から偶然多くなった爲め

に由るか，槻弓の精緻になったにも由るか，其研究の盛になるざ共に獲見

も頗る多くなって來た．

　新星出現の原因に於ては昔時より歴々の議論がある．カントやラプラー

スの唱へた太陽系創成説も新星出現に因縁し組み立てた旧説ミ徹してもよ

いが，現今最も旧記せらる蕊詮は暗黒なる二つの天腿の衝突に由り顯現す

るものεせられてるる．此れに就て1919年にピカリングが獲表しナこ論文

は三者の注意を惹き要領を得たるものであるから，此れを抄録するミ

　氏は先づ是れまでの學説の不備なるを論じ次の如く述べてみる．

　新星が二個の天髄の衝突に由り起るS云ふ詮に二つの異議がある．其一一

つは衝突の機會の非常に少なかるべきこミ，師ち天艦相互間の間隙が各自

膿の大さに比し餓りに大なるこε．其二は，二個の天禮が衝突して新星ミ

なるならば，其の光輝は少なくεも数世紀に渉り持綾すべき筈であるに極

めて少時日に潰減するこεである．
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　尤も疑問の第一は，天艦は必ずしも直接に衝突せすεも，皆皆相近よれ

ば其間に必ず潮汐作用が起る．此れが爾天間の表殻を隆起せしめ，早めに

其破裂を招き内部の灼熱せる漿質を噴出すε考へれば，多少緩和せられな

いこsSもないが，最近に顯れナこ鷲座の新星が六日間に十萬倍の光度ミなつ

ナこが如き急激の攣化は此の噴出位で起るSは認められない．門別に新星の

出現を恒星ミ彗星の遭遇に蹄する説もあるが，彗星には斯る大攣動を惹起

するに足る質量のあるものεは考へられない．

　禽近時專ら行はる説は恒星ε星雲の衝突である．星雲は天室の廣大の四

域に旗がつてみるものであるから，第一の疑問には無難であるが，第二に

は困難を感ずる．何故なれば，星雲を球歌のものミすれば鷲座に顯れナこ如

くに短時日に其光が滑滅すミは受取れない．恒星の蓮行速度を假りに地球

が太陽を公下するミ同じ程度にすれば，六日聞に通過する行程は僅かに九

百萬哩に過ぎない，さうすれば其星雲は極めて小なるもので，此位の星雲

Sすれば矢張り第一の疑問は残る，54星雲を板の如き君門の形態ε考へれ

ば，恒星の通過を短時日εするも理窟は聞えるが，其れは甚だ不自然の想

像である．

　其虚でピカリングは自己の説εして，新星出現の原因を述べて，恒星に

付屡する惑星があって，例へば我太陽にして見れば月程の惑星があり，其

れが突入するεせば，よく解決が出搾るミする．郎ち惑星が恒星の表面に

まで達するには，其直前には一部分が強国を起して氣化するを冤れぬが，大

部は固形のまNにて突入するに違い無い．而して若干の深さに進入すれば

急激に攣化する理であるから，其慮に大爆破が起り，爾星を構成する物質

は粉な微塵εなり，大速力を以て八方に遊散する．

　斯くて新星に俘ふ現象は絡て解決するこミが出閉るεし，新星の出現こ

共に常に現れるスペクトルの憂化も巧妙に説明してみる．

　併し右の解繹で新星に關する一・切の疑問が解けたかεするに，敢てさ

うでも無い．第一に放たれナこ矢は，小惑星が如何なる因縁に依て恒星に突

入するかである．其れには恒星の周園に何物か抵抗性の物質が存在し，漸

次惑星の蓮動を縮少し，最後に其結果を來たしたεするより外には無から
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うが，併し斯る物質が宇宙聞に存在するSは何の半弓も無い．第二はスペ

クトルの型に封し同氏の説明する如き二合もあるが，又全然然らざるもの

があるεせられてるる．

　ピカリングの外に新星出現の原因の説明Sしては，リンゲルは天界に下

敷に存在すべしε信ぜらる噌黒星E星雲εの衝突を塞け，二恒星の衝突説

を否認してみる．併し新星が星雲NSの衝突に基くεせば星雲の密度は少く

εも一三の約千分の一一〇）歴力を持つべき計算εせねばならぬに，斯る大な

る密度を持つものが有るべしミ思はれす，門下黒星が星雲を通過するεき

に同じ光度にて進むべき筈であるに，急激し憂化する理由が解せられない

こせられてるる．

　又我京都帝大の新城博士は1901年に顯れteるペルセウス星座の新星が，

其獲現に由り，今まで見えなかつナこ暗黒星雲が三園に明かに認らるるに至

りたる事實に由り，新星の現象は恒星が天室を進行する間に，偶偶噌黒星

雲中に突入し獲現するものに相違なしεしてみる．

　　　　　　　　　　　　　　　（二）

　多くの天文記者は斯く新星の出現を以て爾天艦の衝突に蹄してみるが，

元來二二が相衝突するの二二は有り得べきこミであらうか．新星の出現を

爾天禮の衝突に依るミ豫め断定し置き，其れに由り天艦の衝突を是認すれ

ば，所謂巡還論法であって，科學の論謹こしては頗る不徹底たるを発れぬ．

新星の出現以外に天膿の衝突の事實があって，其れに由る推論なれば首肯

丁丁ないこεもないが，未だ曾て其事實は何人に由ても認められてみない．

尤も限石を以て完全の天艦S徹すなれば地球は日日に此れε衝突してみる．

けれさも，此れは後節に詮明する通り，新星の原因ミなる衝突ξは■r一一に

論ずる課には行かない．

　其れから地球ε彗星の衝突は從來屡々唱へられてるる．下中最も吾人の

興味を呼ぶものは1826年にボヘミヤにてt“　一一うに由り獲見せられ，其名

を冠しtcるビーラ彗星である．此彗星は軌道が地球に甚だ接近して居り，六

個年E八ケ月の週期を持って居る，1832年の出現のεきには丁度地球ε衝

突する計算εなり鰍米人を恐怖せしめたものである．然るに滑稽にも地球
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が其衝突黙ミ思はるX所に減たミきは，彗星は翫に一個月前に経過してみ

て折角の期待は全く裏切られてゐt．其後には其れが奇妙にも二つに別れ，

最後に1885年には流星群に化してしまったεせられてるる，

　二等の事實に由て見るざ，爾天爵の衝突なるものは甚畳束なきものであ

って，寧ろ反乱に衝突なさは有り得べきでないεする方が霊山さを持って

るる．次に天文學上面理の勝利ミして傳へられてるる海王星の襲見の挿話

を述べて見よう．

　海王星は1781年にハーセルが天王星を逸見したる以前には其存在の知

られなかったものであるが，天王星の回忌をケプレルの法則に照らし見る

1ε，湿れに合致せない不思議の黒占がある．其塵で多くの天文記者は其原因

に深き疑を抱き頻りに研究を始めt．其中にクンブリヅヂの大高生たるア

ダムスは計算上から，蓮動を擁齪するものは，天王星の外に猫未知の惑星

があって其れの影響に由るε推考し，其要素を求め英國の王立天文學會に

報告した．併かしアダムスは無名の一二生に過ぎなかつナこから，當時の二

者の顧みる所ごならなかったが，此れε殆んさ同時に巴理の天文學者ルベ

リエも叉研究を始め一八四六年に，アダムスε同様の結論を得て，伯林の

天文皇のガルレに手紙を点り，其備付の望遠鏡を以て實物の有無を探索す

るを依囑しナこ，ガルレは其翌日實に一八四六年の九月にルベリエの示した

方向に鏡面を向け，果然其位置より約一度を離れて八等の光度を持つ奇艦

の放浪者を捕へた．其れこそ自Pち海王星であって，世の天文濡者を驚歎せ

しめたものである．

　爾恒星にも此れミ似た話がある　其れは南天に輝くシリウスである．正

気の連星であるこSは今日の望遠鏡では雑作なく認めらるるが，一八八四

年にベッセルが高話の蓮動に不規則なる周期的の憂化あるを知った時分に

は未だ一個の星ミ思はれたものであったが，ベッセルは其の蓮動の攣化か

ら，北星が階圓の軌道を描いて試行するもので，其れには必ず今一個の星

が其附近にあるべしざ推定しfcが，果せるかな，其れより十八年後に，ア

ルバン，クラークが製造したる望遠鏡にて眺め其件星を認めたのである．

　却説此等の護見に依て考へされるこミは，海王星は太陽に附屡する微微
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たる惑星であり叉シリウスは我地球よりは数光年を隔りたる恒星であ

る．然るに此等の蓮動が一糸齪れざる程度に規則だつたものであるこεが

判かる，此れに依て見るミ二三に於ける諸天禮は相互間に驚くべき間隔が

あるにしても，頗る微妙又緊密の交渉を持ち，恰も精緻なる埋木細工の各

木片が一毫だも譲り合ひの出來ないものであるミ同様だEせねばならぬ．

　而して此微妙なる下弓相互間の關係は實に萬有引力の法則に支配せらる

るもので，太陽系内のものは勿論，二天に碁布する星辰も皆蓋く此法則に

繋縛せらるるのである．

　其れ故に若し一個の天罷に或る憂動が起る．例へば月が我地球に突入し

て一・ee　NSなるSせば，地球の質量は其れだけ壇加する．さうなれば，水星

金星等の小惑星も必ず其まNに居るこ霊が出來す，蓮行に攣化を起すか，

或は叉地球に引き付けらるる．三三で地球ミ大陽の關係も衡しれ，地球は恐

らく太陽に飛び込まねばならぬようになる．此に於て質量を暦加したる太

陽は他の総ての惑星や衛星を併呑するこεになり，斯くては太陽に最も近

しεせらるるケンタウルスのa星も安閑Sして居られす，太陽ε一艦ざな

るか，少くミも二三動に擾齪を生する．此れでは宇宙の大革：命である．斯

く考へるミ過去にも三二にも天膣の衝突なさは有り得べき筈のない繹であ

る．無量時間内に有り得る筈の現象が唯一回も起らなかったεは公算上受

取り得ない．

　或は論者の中には大なる天禮の合併の有無は姑らく論ぜす“cするも，現

に小天艦ε徹すべき隣石が日々に地球上に墜落する事實は，たミへ小なり

εも萬有引力に支配せらるべき筈なるに，其れが軌道外に逸するεは不可

解であり，猫其れに件ふ質量：の層加は如何なる結果を生するかSする．

　此れは正當の疑問である．此れに付ては天二二行の實際を調らべねばな

らぬ．総ての天膿は勿論引力の法則に二ってるるけれさも，微動だも無く

軌道を進行してみるものでない．丁度汽車が軌道を走るやうなもので，上

下左右に振動しながらも，軌道を逸せぬミ同門である．

　例へば我地球に就て見れば，南北軸は始終天室の同一貼を指してみるも

のでない．刻々に不整不規則の曲線を描くもので，其れは緯度の愛化Eし
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て世界共通に観測せられてるるものであり，叉公韓の軌道も正階圓を描く

のでなく，年年異なりナこる線を進み，地球の搬動こ名づけちれてるる．

　其れ故に地球に接近して運行する小流星や或は通過する彗星がありミす

れば，其れが地球の此の動旛に由る二化に基き不規則に引き寄せらるるは

有り得べきこεで，三石は此攣動に引き付けられて落下し來つたものであ

る．併し此れは地球の小動乱に干渉を受りる範園内に限りたる質量のもの

で，断じて其れ以上に勢力を及ぼさない．

　地球上に曾て落下しナこる最大の二二εせらるるものでも，二二アリゾナ

州の荒原中にある陪三二に由り推定せらるる隣石であるが，其れでも其直

径は百米前後で二三ミしては二大のもので，若し市街地に落下しナこなれば

ニューヨーク市の如きも粉確せられナこであらうが，地球の大さに較らべれ

ば眞に九牛の一毛である，地球には何等影響を來たさない．

　勿論三石が地球に落下する藪は，長き歳月の間には可なりの多数に上り，

合計質量は大εなるに二丁ないが，其れミて比較になる程でなく，且つ其

：量Sなるまでには長き歳月を要するから，其期間には漸次他の天膿ミの二

三が進行する．二大丁丁が突然に衝突するな首εは全く趣が異がう．

　　　　　　　　　　　　　　　（三）

　二二で地球は固より何れの天三間にも衝突の起る機上が三無なりミすれ

ば，新星の護現は何に基くか，余はチエルナーが曾て主張したる如く，又

我京都帝大山本博士の論文にも見る如く，去れを六二自膿内に起る爆破な

りεする．爆破ほ我地球上にも常に見る現象で火山の爆破が其れであり，

又太陽の紅偶も太陽表面の爆破ε認めらるるのであるから，他の二三にも

同様のものあるべしεは決して無理なる推断でない．新星の現出は今まで

光輝の無かった噌黒星か，若しくは極めて微弱の光度で地球上から見るこ

霊の出藍なかつtc星が爆破に由り俄然記入の眼に逸るるようになったεす

れば，総てが解決出來るやうである．

　而して爆破の原因は我地球にしても，太陽にしても別に他の天艦の影響

を受けたのでなく，自艦内に於ける事情に基くものである．

　倫新星の出現に就き近時の観測は，新星ミ認めらるXものも，實は菖星
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に過ぎすして，唯以前の存在が明瞭で無かつナこ爲めに突然の出現ε思はる

るまでS“あって，眞に新しく出來たものでないSする傾向がある．二三の

例を畢ぴるご下の通りである．

　i．）1901年にペルセウス星座に顯れた新星はピカリング教授は1890年

　乃至1900年までの種板にある新星の位置から二秒以内にある光度一三，

　四等の星ミ同一のものεしてみる．

　ii・）1910年蜥蜴座に顯れたものはバーナード教授に由り，爆破前少なく

　ミも十七年間十四等星εして存在したものεする．

　iii’）1912年の双子星座第二新星に付きては，英國王室天文皇のダaソン

　は線威爲眞ミフランクリン・アダムス二二こを封照し，同位置に認めら

　るる二個の十五，六等星の内何れかなるべしSしてみる．

　iv．）1918年に鷲座に濡れた第三星は我東京天文肇の高山教授は1898年

　に鷲座五番星を中心に撮れる窟壷中の二小星の中間にある十乃至十一等

　星ミ同一物なりミしてみる．

　　　　　　　　　　　　　　　（四）

　余は本稿の結論εして大謄に血忌の衝突なるものは三民に無いものS信

じナこいのである．島島艦がたεへ星雲にしても，暗黒星にしても完全の二

三ε認むべきものには衝突が無いミ主張しナこいのでるる．斯くするε今日

までの天文學上の諸説論の中には大分に書き夏へを要するものがある．例

へば太陽系内の微惑星な曹は其成立の原因を二天門の衝突に由りたる結果

Eせられてるる，さんなものであらう．批正を加へらるるを得ば至幸であ

る．
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